
 
 

  

 

議会報告会 
開催概要 
2019 
Outline of City council’s briefing session on citizens’ meeting 

釧路市議会
― City Council of Kushiro ―



 
 

目 次 
 
 
2019 年度(令和元年度) 議会報告会開催概要 ................................................................................... 1 

会場別開催概要 ................................................................................................................................. 3 

中央図書館 ..................................................................................................................................... 5 

緑ヶ岡・貝塚ふれあいセンター .................................................................................................. 11 

東部地区コミュニティセンター（コア大空） ............................................................................ 18 

阿寒町公民館 ............................................................................................................................... 21 

アンケート集計結果 ........................................................................................................................ 27 

（参考資料）スライド .................................................................................................................... 33 

 

  



 

1 
 

2019年度(令和元年度) 議会報告会開催概要     
釧路市議会は、市民に開かれた議会を目指して、平成 23 年に「釧路市議会基本条例」

を制定しました。本条例では、市民に対し議会が持っている情報を積極的に発信して説明
責任を十分に果たさなければならないこと、議員と市民が情報や意見を交換する場をより
多く設けるよう努めることなどを定めており、その一環として開催するのが「議会報告
会」であり、本取り組みは今年で９年目となります。 
 
【開催日程】 
今年度は、平成 30 年８月に児童館と地区会館の複合施設としてオープンした「緑ヶ

岡・貝塚ふれあいセンター」など、市内４会場で開催しました。 
開 催 日 開催時間 会 場 

10 月 29 日(火) 10:30～12:00 中央図書館 
10 月 30 日(水) 18:30～20:00 緑ヶ岡・貝塚ふれあいセンター 
10 月 31 日(木) 18:30～20:00 東部地区コミュニティセンター（コア大空） 
11 月 １ 日(金) 18:30～20:00 阿寒町公民館 

 
【プログラム】 
議長（副議長）による開会挨拶、議会改革の取り組みの紹介に引き続き、９月定例会の

概要として、日程、主な質疑・一般質問、各委員会の主な審査内容及び審議結果を報告し
た後、参加者との質疑応答、意見交換を行いました。 
                                         

１ 開会挨拶 
２ 議会改革の取り組み紹介 
３ ９月定例会の報告 

(1) 日程 
(2) 主な質疑・一般質問（６項目） 
(3) 各委員会の主な審査内容 
• 総務文教常任委員会 
• 経済建設常任委員会 
• 民生福祉常任委員会 
• 石炭対策・関連エネルギー調査特別委員会 
• 都心部市街地整備特別委員会 

(4) 審議結果 
４ 質疑応答、意見交換 
５ 閉会挨拶
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中央図書館                     
開催日時 2019 年(令和元年)10 月 29 日(火) 10:30～12:00 

会 場 ７階多目的ホール 

参加人数 22 人 

出席議員 松永 征明 議長 
山口 光信 議員（議会運営委員会委員） 
佐藤 勝秋 議員（総務文教常任委員会委員） 
大澤 恵介 議員（経済建設常任委員会委員長） 
宮田  団 議員（民生福祉常任委員会委員） 
月田 光明 議員（石炭対策・関連エネルギー調査特別委員会委員長） 
草島 守之 議員（都心部市街地整備特別委員会委員長） 
河合 初恵 議員（議会広報特別委員会委員長：司会） 

 
  

質 問 以前、市有地に設置されている政党の看板について指摘したとこ
ろであるが、今年実施された国政選挙においても看板が設置されて
いた。このことについてどう思うか。 

佐 藤 議 員 看板については情報があるたびに選挙管理委員会に伝え、各政党
に対し指導してもらっているが、なかなか撤去されない状況が続い
ている。今後も早急に対応するよう申し伝えていく。 

 

意 見 町内会員の方が生活保護を受けることになり、私と地域の民生委
員でサポートしているのだが、障がいを持っていると生活保護費に
加算があるということを初めて知った。困っていてもそれを言えな
い市民がいると思うが、行政も全てを把握できるわけではないの
で、日ごろ地域に根差した活動をしている議員の皆さんも、そのよ
うな住民がいれば情報を寄せてほしい。 

 

意 見 道東の経済を引っ張る産業をつくる上で、と畜場の建設について
市に提言してもらいたい。 
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大 澤 議 員 と畜場の整備については標茶町において計画されていたが、施設
排水による下流域への影響について理解が得られず中断している
状況である。この問題に関しては北海道を中心に議論されるものと
考えているが、さまざまな団体との協議が必要であり、現状におい
て釧路市が積極的に手を挙げる環境にはないものと考えている。 

松 永 議 長 と畜場は釧根地域の農業の発展、また食料生産においてもなくて
はならない施設であるが、今はオリンピックを控え建築資材等が高
騰している状況にあり難しい。オリンピックが終わり一段落すれ
ば、もちろん国や道、各市町村の協力も必要ではあるが、また進展
していくものと考えている。 

 

意 見 釧路駅地下道北口に設置されている昇降機が、だいぶ前から故障
したままになっており、足が不自由な人にとっては階段の上り下り
が大変だし、排水ポンプが止まると水浸しになってしまう。地上に
道路を持ってくるか、せめて昇降機だけでも早く直してほしい。 

草 島 議 員 駅周辺再整備については時間がかかる問題だが、今必要とされて
いる地下道は安全な通路として利用できるようにしなければなら
ない。昇降機と水たまりの問題については早急に対応したい。 

 

意 見 中央図書館の専用駐車場が満車だったので、市役所の駐車場に車
をとめてきたが、同じように市役所や交流プラザさいわいなど離れ
た場所に駐車して来館する利用者が多いと思う。立体駐車場を設置
したほうがよかったのではないか。 

佐 藤 議 員 図書館を移転する際に、駐車場の確保については議会においても
市とさまざまな議論を重ねた上で、現在の形に落ち着いた経過があ
る。今ここでどうするということは言えないが、市民が利用しやす
い環境をつくるという観点から、駐車場の問題についても今後また
議論を進めていきたい。 
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意 見 私が住んでいる南大通地区は人口が減少して空き地や空き家が
多くなっている。先日警察から、人と交通量が減っているので、車
の流れを良くするために信号機を何カ所か撤去したいとの申し出
があった。地域の各町内会長が集まって話し合った結果、現状のま
までお願いしたいと警察には伝えたのだが、議員の皆さんにもこう
いった問題が出てきているということを認識してほしい。 

宮 田 議 員 最近は高齢者に関わる交通事故が大きな問題になっており、子ど
もたちの通学における安全面を考えても信号機は必要と考えるこ
とから、地域の声をしっかり市の担当部署に伝えて警察のほうに要
望を上げてもらう形で、市議会として努めていきたい。 

 

質 問 若い人たちは学校を卒業すると札幌や東京などに行ってしまう
が、彼らに釧路で働いて定着してもらうことがまちの活性化につな
がると思うので、この点についての具体的な動きを今後の方向性も
含めて聞きたい。 

佐 藤 議 員 若い人たちが釧路に魅力を感じて就職してもらう環境が必要で
あり、そのためには地元企業とその仕事の魅力を知ってもらうこと
が必要である。それには地元企業が元気でなければならないので、
ビジネスサポートセンターk-Biz をはじめとした中小企業支援を行
っている。また、国際バルク戦略港湾の利用が今後さらに促進され
ていくことで投資と雇用が増えることが考えられ、粘り強くさまざ
まな対策を講じている。釧路には公立大学や教育大学など教育機関
が集積し全国の若者が集まっており、これを生かさない手はないと
思っているので、今後も若い人たちがいかに釧路に残るかというこ
とを重要なテーマとして市と議論していきたい。 

 

意 見 駅が現在の状況では釧路のイメージとしても良くないので、具体
的なスケジュールをつくって取り組みを始めてほしい。 
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草 島 議 員 北大通を軸とした都心部を開発する上で要となるのが駅周辺の
再整備であり、駅周辺をゲートウェイと位置付ける都心部まちづく
り計画事業構想編のコンセプトを今年度中に取りまとめる予定で
ある。一方、駅周辺の再整備は、ＪＲ花咲線と釧網本線の両線が存
続してこそ進めていくものであるが、この見通しがまだ確定してい
ない状況であるので、もう少し見守っていただきたい。 

 

意 見 全市的に空き地や空き家が多い地域が増えてきているのではな
いかと思うが、防犯などいろいろなところに影響する問題なので、
対策に力を入れてほしい。 

大 澤 議 員 市は空き家等の除却費の一部を補助したり、人口減少への対応と
しては各拠点に都市機能や居住を集約するコンパクトなまちづく
りなどさまざまな努力をしているが、空き地の問題に関してはなか
なか手立てがない。まずはしっかりと地域経済の活性化を図りなが
ら、人口減少を止めることは不可能だが減少のスピードを緩やかに
することは可能だと思うので、そのために市議会としてしっかりと
取り組んでいきたい。 

 

質 問 災害時の避難施設における備蓄状況を聞きたい。 

佐 藤 議 員 基本的には３日間分の食料や飲料水等を備蓄しているが、最近の
今までには考えられないような豪雨災害や洪水による被害を踏ま
えた上では、市議会においても今の防災体制で本当にいいのか議論
していかなければならないと強く思っており、今後もより市民の皆
さまに安心していただけるような防災や避難情報の提供の在り方
について議論を進めていきたい。 

 

意 見 市立病院は、総合病院なのだから何か調子が悪くて行けばすぐに
診てもらえるという感覚を持っている市民は多いが、実際は地域の
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病院からの紹介状を持参しなければ受診できない。普段から病院に
かかっていないと、このようなことは分からないのではないか。 

宮 田 議 員 市立病院は道東地域の拠点病院として高度医療を担っており、地
域の病院や診療所などとの機能分担を図るために予約制・紹介制を
実施しているが、そのことを市民の皆さまにしっかり周知するよう
市に伝える。 

 

意 見 市内では港まつりをはじめとしてさまざまな行事が開催される
が、行事の日程がぶつかることがあり、町内会の役員や交通安全指
導員などを担っている立場としては大変である。行事の日程がぶつ
からないように調整することができないか。 

大 澤 議 員 日程が固定されているイベントについては観光コンベンション
協会などで把握しているので、他のイベントと重なるのを避けるこ
とは可能である。主催者の方から問い合わせしていただいて、日程
を調整していただければありがたい。 

 

意 見 市内ではさまざまなボランティア団体が地道に活動されている
が、若い方が入って来ず高齢化している。そうした地域活動が活発
なところは豊かなまちだと思っているので、議員の皆さんにもそう
した社会教育の在り方について考えていただきたい。また、今まで
の広報の仕方では関心を持たれることが少ないので、違う角度で考
えを広めるなど、自分自身の問題として捉えて参加してもらえるよ
う強く打ち出してほしい。 

 

意 見 企業誘致と、水産資源のふ化事業を進めてほしい。 

大 澤 議 員 企業誘致については市も懸命に取り組んでおり、k-Biz もそうだ
し、国際バルク戦略港湾の関係では家畜用飼料の新工場が完成した
りと、さまざまな取り組みの効果が出てきていると考えている。一
方、他都市では多額の補助金を投じて誘致した工場がわずか数年で
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撤退する事例もあり、企業誘致の在り方については難しい面もある
が、地元に根差して活動してくれる企業の誘致は非常に大事である
と考えているので、今後においてもしっかり取り組んでいきたい。 
また増養殖に関しては、雑海藻を駆除してコンブの育成を助けた

り、シシャモのふ化事業を支援したり、市もさまざまな取り組みを
行っている。他都市では陸上養殖や、根室市ではベニサケの海面養
殖を始めたりと、日本全国でさまざまな試みがされているので、水
産庁などとも協力しながら今後も取り組んでいきたい。 
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緑ヶ岡・貝塚ふれあいセンター            

開催日時 2019 年(令和元年)10 月 30 日(水) 18:30～20:00 

会 場 集会室１ 

参加人数 16 人 

出席議員 松橋 尚文 副議長 
森   豊 議員（議会運営委員会委員） 
松尾 和仁 議員（総務文教常任委員会委員長） 
梅津 則行 議員（経済建設常任委員会副委員長） 
伊東 尚悟 議員（民生福祉常任委員会委員長） 
西村 雅人 議員（石炭対策・関連エネルギー調査特別委員会委員） 
岡田  遼 議員（都心部市街地整備特別委員会副委員長） 
工藤 正志 議員（議会広報特別委員会副委員長：司会） 

 
  

意 見 都心部市街地整備特別委員会の報告の中で出た「ゲートウェイ」
という言葉は、日本語で解説を入れないと市民は分からないのでは
ないか。 

岡 田 議 員 分かりにくい記載の仕方で申し訳なく思っている。 
釧路都心部まちづくり計画基本構想編では、都心部を各地域の特

性を踏まえて８つの区域に分けて、玄関口となる駅周辺区域につい
ては出入口を意味する「ゲートウェイ」として位置付けている。 

 

意 見 私は英語の講師をしているが、日本語をとても大事にしており、
子どもや学生に和訳させるときにも言葉の表現には注意している。
市や市議会が出すものでも分かりやすい説明が必要であり、そのよ
うに日本語を大事にしてほしい。 

松橋副議長 行政用語には市民の皆さまからすると難しく分かりにくい言葉
が多いが、市議会の広報事業として開催する報告会であるにもかか
わらず、分かりづらい言葉を使ってしまったことをお詫びしたい。 
今いただいたご意見を踏まえて今後も分かりやすい議会広報の

在り方を考えていくとともに、議会における議論の中でも分かりや
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すい言葉遣いを意識することにより、傍聴者にとっても理解しやす
い議会にしていきたい。 

 

意 見 学校給食センターの建て替え計画について、給食センターが１カ
所しかなければ災害や食中毒が発生した場合に給食を提供できな
くなってしまうので、複数箇所での建設を考えてほしい。 

松 尾 議 員 各学校給食センターの老朽化が進んでおり、以前からずっと議会
においても質問がされているが、なかなか行政側から具体的な方針
が出てこない。 
国から千島海溝沿いの巨大地震による津波想定がいまだ示され

ていない中で、津波の影響がない建設地の検討を含めて議論はまだ
これからという状況であるが、児童・生徒へ安全な給食を提供する
ために現在の給食センターの維持管理に十分配慮しながら、引き続
きしっかりと議論を進めていきたい。 

 

意 見 緑ヶ岡・貝塚ふれあいセンターは、グラウンドに遊具がないし、
フェンスが低いのでボール遊びもできない。他の場所で子どもたち
を遊ばせるために職員が一人外出してしまうと館内の目が行き届
かなくなるので、児童厚生員を増員をするとともに、下校後の遊び
場の提供ということも児童館の在り方として考えてほしい。 

伊 東 議 員 子どもたちが運動できる環境をしっかりつくっていくべきであ
り、現在の状況を確認した上で、今後どのように改善できるか議論
していきたい。 
また、児童厚生員の欠員の問題に関しては以前から指摘している

ところであるが、引き続き議論していきたい。 
地区会館と児童館の複合施設は今後他の地区でも建設する予定

なので、利用者の要望などの聞き取りをどのように行っているのか
チェックしていきたい。 
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意 見 貝塚のほうから道路を上がってくると、ちょうどふれあいセンタ
ーの手前からカーブになっているので先が見えづらい。この辺は児
童や高齢者の通行が多いので、ふれあいセンターの前に信号機を設
置してほしい。 

伊 東 議 員 信号機の設置については、まず町内会から市の市民生活課に要望
として上げていただいた上で、市民生活課から信号機を設置する権
限がある警察のほうに伝えるという仕組みになっている。交通量な
どの厳しい設置基準に基づき道警が判断することから、要望が通る
には難しい面もあるが、今回の信号機の検討状況については調べた
い。 

 

意 見 ９月に関東を直撃した台風の影響で、千葉県を中心に想定外の被
害が発生したが、近年の異常気象に対して、釧路市が現在作成して
いるハザードマップで大丈夫なのか不安に思っている。 

松 尾 議 員 議会では東日本大震災以降、継続して津波や避難所に関する議論
をしてきているが、最近は洪水や河川の氾濫について議論する場面
が多くなっている。広報くしろ９月号に阿寒川の洪水ハザードマッ
プが掲載されたが、実際に災害が起こり得るという想定の下、必要
に応じたハザードマップや避難方法の見直しについて、今後もしっ
かり議論していきたい。 

梅 津 議 員 洪水ハザードマップは、釧路川と別保川は 24 時間当たり 387 ミ
リメートルの雨量、新釧路川は毎秒 2,100 立方メートルの流量、具
体的には大正９年に発生した釧路川の最大洪水の降雨と流量の約
２倍を想定して作成されている。 

森 議 員 弟子屈町や標茶町で釧路川が氾濫しても、釧路湿原の遊水効果の
おかげで釧路市は被害を免れているが、近年全国各地で発生してい
る水害を踏まえて、北海道開発局も対策を見直そうとしている。国
は現在、南海トラフ地震、首都直下地震に次いで、日本海溝と千島
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海溝で発生する巨大地震の想定見直しを進めており、今後、津波の
高さなどの想定が公表されるものと考えている。 
また市では、あらかじめ登録した携帯電話などに災害時の避難情

報を知らせるサービスを行うこととしており、土砂災害については
警戒区域ごとに登録することが可能である。 

 

意 見 車を運転しているときに、街路樹に茂った葉のせいで信号機が見
えづらいところが多々ある。高木の植樹は信号機からもっと離れた
場所までとしたり、信号機に近い場所には低木を植栽するなどして
はどうか。 

梅 津 議 員 ご意見については、すぐに市の担当課に伝える。 

 

意 見 ふれあいセンターから貝塚のほうに下る坂道で車がスリップし
ていたことがあったので、ロードヒーティングを設置してほしい。 

伊 東 議 員 非常に危険な状態であることが分かったので、要望として市の担
当課にしっかり伝える。 

 

意 見 ふれあいセンターでは、児童館の子どもたちは地区会館部分に入
ってはいけないことになっている。それぞれの所管課が違うためだ
と思うが、災害時などに両者が円滑に連携できるようにしておいて
ほしい。また、玄関が一つしかないので、防犯上、下駄箱には子ど
もたちのフルネームを書かずに下の名前だけ書いている。出入りす
る業者などが分からずに非常階段から入って来たりすることもあ
り、防犯上の不安がある。 

伊 東 議 員 建設時には子どもたちを外部からの不審者から守るために管理
を分けなければならないという議論はあったが、複数の所管課にま
たがる施設なので、管理の仕方をしっかりと確認していかなければ
ならないと考えている。 
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質 問 公衆トイレが減っているが、散歩をしているときなど困る。今後
も減らしてくのだろうか。 

梅 津 議 員 経費を縮減するためにさまざまな削減をしてきているが、今後も
さらに続けて対象を広げていくのかどうか、改めて次回の議会にお
いて確認したい。 

松橋副議長 公園に設置しているトイレについては、コンクリートブロック造
りのような古いトイレは、撤去するのか、やはり必要だということ
で建て替えをするのか、地域住民や町内会と協議の上で決めている
ところが多い。仮設トイレを設置している公園も以前はかなりあっ
たが、使用しているのがトラックやタクシーの運転手がほとんど
で、地域住民にとっては必要がないということから撤去していると
ころもある。 

 

意 見 石炭火力発電所の建設は、今後廃止していこうとしている世界的
な流れと逆行している。釧路コールマインに４億円もの貸し付けを
するのであれば、もっと違うことに使ってほしい。 

西 村 議 員 貸し付けに関する議案は９月定例会の直前に提出されたもので
深く詰めることができなかった。次回の 12 月定例会において市に
問いただしていきたい。 

森 議 員 火力発電所は、石炭と木質燃料を混焼することにより二酸化炭素
排出量の低減を図ることとしており、環境基準を全てクリアした上
で計画を進めている状況である。 

 

質 問 北大通の空洞化が進んでいるが、市は都心部をどのように整備し
ていこうと考えているのか。 
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岡 田 議 員 都心部まちづくり計画基本構想編では、都心部を商業、行政、居
住など各エリアの特性を踏まえて設定した各ゾーンにおいて展開
する施策の方向性を整理しており、これに基づき今後施策の具体化
に向けて議論していく。整備事業完了までは大変長い期間を要する
わけであるが、民間事業者などと連携して可能なものから順次実施
していくということなので、その進捗状況を踏まえながらしっかり
進めていかなければならない問題だと考えている。 

 

意 見 ３年前に観光立国ショーケースとして金沢市、長崎市とともに選
定されて、これが一つの転機になると思っているが、早急に中心市
街地の活性化を進めていかなければならないのではないか。来年は
東京オリンピックが開催され、海外から多くの旅行者が来ることが
予想されるので、釧路駅から幣舞橋にかけた周辺地域を整備して、
多くの人が訪れるまちにしてほしい。 

岡 田 議 員 中心市街地に人を呼び戻すということは大変難しい問題である
が、市が推進しているコンパクトなまちづくりも含めて、今後どの
ようなまちづくりができるか総合的に考えていかなければならな
い。 

松橋副議長 中心市街地の活性化はどこの地方都市でも抱えている問題であ
る。人口減少に加え、普段自分たちの生活圏で買い物、通院、通勤
している中で、中心市街地にはほとんど行く機会がないのではない
か。そのような現状の中でどうやって中心市街地を活性化していく
のか、空きビルの解消、公共交通の在り方、駐車場の確保も含めて、
議会と行政は議論を続けている。北大通を中心とする市街地で頑張
っている店もたくさんあり、祭りなどイベントがあるときだけでは
なく、買い物などで普段から北大通に出向くよう心掛けることが大
切なのではないかと思うので、市民の皆さまのご協力をお願いした
い。 

梅 津 議 員 平成 30 年度の観光入込客数は約 530 万人と５年前と比べて 100
万人以上増えており、外国人宿泊客数も約６万人増えている。最も
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多いのが台湾からの客であり、市は阿寒湖のマリモが縁で記念事業
などを行っており、市議会の中でも日台友好促進議員連盟を設立す
るなど交流に取り組んでいる。また、市の観光施策が地元の雇用に
どれだけつながっているか来年にかけて調査することとしており、
そういったことも含めて総合的に取り組んでいる。 

 

意 見 若者が釧路に定着するために企業誘致などの対策をしてほしい。 

松 尾 議 員 地元企業の仕事を体験できるイベントを開催したり、釧路で働き
たい方と企業との就職マッチング事業を行うなど、行政も地道に取
り組みを進めており、市議会としてもしっかり議論していきたい。 
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東部地区コミュニティセンター（コア大空）      
開催日時 2019 年(令和元年)10 月 31 日(木) 18:30～19:30 

会 場 学習室兼会議室 A・B 

参加人数 ８人 

出席議員 松橋 尚文 副議長 
大越 拓也 議員（議会運営委員会委員） 
村上 和繁 議員（総務文教常任委員会委員） 
畑中 優周 議員（経済建設常任委員会委員） 
板谷 昌慶 議員（民生福祉常任委員会委員） 
秋田 慎一 議員（石炭対策・関連エネルギー調査特別委員会委員） 
粟屋  剛 議員（都心部市街地整備特別委員会委員） 
河合 初恵 議員（議会広報特別委員会委員長：司会） 

 
  

意 見 「ボランティア用ごみ袋」に関する質問について報告があった
が、連合町内会からも環境美化用ごみ袋が配布されているので、こ
れらを統一して作成すれば経費が安く済むのではないか。今回「ボ
ランティア用ごみ袋」というものがあると分かったが、各支所でも
配布してほしいし、さらにＰＲしてほしい。 

秋 田 議 員 統一しての作成、各支所における配布も含めて、市の担当課に伝
える。 

 

意 見 街路灯の安全性確保に関する質問について報告があったが、耐用
年数が近づいた街路灯について、議員自身で点検に回ったことがあ
るのか。釧路市は特に海霧が発生することが多く、他都市と比較し
て街路灯が錆びやすいので、アルミ製などにしてはどうか。 

畑 中 議 員 議員は町内会の会長や役員を務めている者が多く、自分の居住地
域の街路灯は気にして見ていると思う。アルミ製の街路灯への交換
についてのご意見は市の担当課に伝える。 
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意 見 桜ヶ岡５丁目のロケット公園（学園台３号公園）のトイレはまだ
水洗化されておらず、また目隠しの塀が傾いているため、２年間も
トラロープを張って封鎖したままである。また、公園から白樺台に
向かう通りの歩道の舗装が傷み、高齢者が転倒するなど非常に危険
な状態である。 

畑 中 議 員 市の担当課に確かに伝える。 

 

意 見 街路灯を管理するシステムをつくって、耐用年数が過ぎた街路灯
を順次更新していけばよいのではないか。 

畑 中 議 員 市道に設置している道路照明灯については、現在は市の担当課職
員による目視点検や専門業者による打音検査を行い、不具合のある
ものから更新している状況である。点検や更新については計画的に
行っていくよう担当課に伝える。 

 

意 見 ＬＥＤの街路灯を更新する場合、費用の１割、１灯当たり 5,000
円まで市から補助されるが、更新費用は１灯当たり約２万円なので
補助は２千円くらいである。しかし、補助申請をするには２回は市
役所に行って手続きをしに行かなければならず、バス賃であれば合
わせて 1,600 円くらいかかってしまう。街路灯の設置については本
来行政が全部負担すべきものを、財政的な問題で各町内会が負担し
ているのだから、もっと現実的な補助率に改定してほしい。 

秋 田 議 員 私たちのほうでも改めて調査した上で市の担当課に申し入れし
たい。 

 

意 見 東京オリンピックのマラソンが札幌で開催されるかもしれない
との報道があったが、８月初旬の港まつりと開催日が重なった場
合、外国人も含めた観光客はみんな札幌に行ってしまうので、港ま
つりの開催日程について改めて検討すべきではないか。 
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村 上 議 員 これまでも市議会ではパラリンピック選手団の事前合宿の誘致
などさまざまな議論をしてきた。マラソンと競歩の札幌開催につい
てはまだ最終的な形が見えていないところであるが、今いただいた
ご意見については市の担当課に伝える。 

 

意 見 公園の遊具が長期間壊れたままになっていたり、桜ヶ岡や白樺台
の道路は状態が悪かったりと、市が言うような住みよいまちづくり
は全く進んでいないと感じる。それと公園には高齢者向けの健康遊
具を設置してはどうか。 

畑 中 議 員 市は平成 26 年度に策定した公園施設長寿命化計画に基づき、老
朽化した公園施設の改築や維持修繕を進めているところである。高
齢者向けの健康遊具の設置については市の担当課に伝える。 

村 上 議 員 市ではまちづくりの基本構想と共に、道路や公園等に関する個別
の都市計画を策定しているので、そういったところに市民の皆さま
のご意見が盛り込まれるよう市議会から提言していきたい。 

 

意 見 市民の代表として選ばれた議員に、こうした議会報告会で出され
た意見を行政に上げてもらうのも一つの手段だと思うので、もっと
回数を多く開催してはどうか。 

河 合 議 員 議会報告会は年一度の開催としているが、その他に、昨年度は消
防団と阿寒農協女性部、今年度は音別町の北のヴィーナス発見隊
と、まちづくりについて意見交換会を開催している。 

松橋副議長 その他に各常任委員会で所管事項の関係団体と意見交換会を開
催している。議会報告会の回数については今後、議会広報特別委員
会において議論していきたい。 
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阿寒町公民館                    
開催日時 2019 年(令和元年)11 月１日(金) 18:30～19:50 

会 場 視聴覚室 

参加人数 23 人 

出席議員 松永 征明 議長 
三木  均 議員（議会運営委員会委員長） 
髙橋 一彦 議員（総務文教常任委員会副委員長） 
酒巻 勝美 議員（経済建設常任委員会委員） 
松原 慶子 議員（民生福祉常任委員会委員） 
続木 敏博 議員（石炭対策・関連エネルギー調査特別委員会副委員長） 
金安 潤子 議員（都心部市街地整備特別委員会委員） 
工藤 正志 議員（議会広報特別委員会副委員長：司会） 

 
  

質 問 ９月定例会の「小学校における市立博物館が果たす社会的役割」
という質問の中で、平成 30 年度に社会見学などで博物館を利用し
た小学校は 10 校ということであったが、阿寒町から行く場合は片
道１時間、阿寒湖畔の場合は片道２時間かかる。そういった地理的
な事情も考慮した上で、実績として納得したのか。 

髙 橋 議 員 阿寒地区と音別地区の小学校が利用する場合、距離とその移動に
かかるバス代、授業の内容、利用する時間帯といった問題があり、
今後どのように取り組んでいくかが課題である。 

 

質 問 現在、音別町から選出されている議員がいない状況だが、市議会
としては今後どういった形で地域の意見を吸い上げていこうと考
えているのか。 

松 永 議 長 人口が少ないとはいえ、音別町の方も選挙に出られるべきだと考
えている。 
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意 見 どこの自治体でも同じことだが、へき地の整備が進んでいない
し、議員もへき地までしっかり見ているわけではない。もっと勉強
するべきではないか。 

髙 橋 議 員 合併した当時、釧路地区より先に、阿寒湖畔のまりむ館の建設や
学校の建て替え、音別地区では行政センターの建設などを最優先に
行った。ただ、各議員が釧路市全体を見ることは難しいので、投票
した議員に要望したり、市政懇談会において意見を伝えたりしてほ
しい。 

 

意 見 これから４年かけて、今後の選挙や人材をどのようにするか、市
議会の中で十分協議してほしい。 

三 木 議 員 確かに音別町選出の議員はいないが、市議会の中で音別町が抱え
る問題に触れられていないかというとそうではなく、一般質問や委
員会審査の中で毎回と言っていいほど議論されている。地元の議員
がいないからといって、その地域の問題が全く議論されないという
ことではない。 

 

意 見 都心部市街地整備特別委員会の報告において、釧路都心部まちづ
くり計画における「ゲートウェイ」の機能に関する議論について紹
介があったが、日本語で分かりやすく言うようにしてほしい。 

金 安 議 員 釧路都心部まちづくり推進協議会というところで検討されて出
てきた文言であるが、市民の皆さまにとって分かりやすい説明をす
るよう申し伝える。 

 

意 見 来年開催される東京パラリンピックのことが話題になっている
が、宿泊施設の浴室は足の不自由な人にとっては入りづらいので、
対策を講じてほしい。 
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酒 巻 議 員 市はバリアフリー化を進めているが、これは行政だけでできるわ
けではなく、特に宿泊施設の関係者の理解と協力が必要である。そ
ういった点も含めて市の担当課にご意見を伝えたい。 

 

質 問 阿寒診療所の内科医がよく変わるが、診療所が今後どうなってい
くのか聞きたい。 

松 永 議 長 全国市議会議長会の全国自治体病院経営都市議会協議会におい
て、地方病院の実情というものを訴えながら、国民の生命を守る上
で国の力が大事であり、医者が地方にも回って来るような制度や仕
組みをつくってほしいということで話をしており、国のほうにも要
請をしているところである。今後も引き続き行政センターや診療所
とも話し合っていきたい。 

 

意 見 市立病院に行くまでの市街地の道路が複雑で行きづらい。新棟建
設が延期されたが、山花や桜田に移転してはどうか。 

髙 橋 議 員 市立病院は釧路・根室圏の拠点病院となっており、交通網もそう
だが、津波の影響を考慮するなど、さまざまな問題が出てくる。 

三 木 議 員 新棟建設に関する議会議論の中でも交通アクセスの問題は出て
いるが、市としては、既存棟の一部を残置し活用することによって
経費を節約しなければならず、現敷地内で建て替えを行うことが最
適であると説明している。 

 

意 見 病院の医師確保についてだが、平成 16 年に厚生労働省が研修医
が大学病院に残らなくなるシステムにしてしまったために、大学病
院の医局から研修医がいなくなってしまった。そういうことを勉強
して、今後どういうふうにすればいいのか、根本から考え直さなけ
ればならないのではないか。 
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合併して十数年経つが、阿寒町や音別町が粗末に扱われているわ
けではない。釧路地区の道路のほとんどが簡易舗装だが、その点で
は阿寒地区の舗装率のほうがずっと良い。阿寒地区には箱物だけで
はなく上下水道にもかなりお金が使われている。議員の皆さんは自
信を持ってそう答えてほしい。 

 

意 見 和商市場や北洋日生ビルの裏など市街地には一方通行の道路が
多いが、釧路以外のナンバーを付けている車が逆走しているのを見
かけるので、道路標識を立てるなど分かりやすくしてほしい。 

酒 巻 議 員 標識は立っているのだが、市外から来た方がそれを確認せずに通
るということは釧路市に限らずある。より分かりやすくする方法が
ないのか、そういったご意見があったことを市の担当課に伝える。 

 

質 問 大漁どんぱくに行った際に、途中で歩けなくなった高齢者がいた
のだが、観光国際交流センターに車椅子を借りようとしたところな
かったらしく、結局近くのホテルから借りた。センターに車椅子は
置かないのか。 

金 安 議 員 観光国際交流センターには確かに車椅子が設置されているが、設
置場所や利用方法など、利用者にとって分かりやすくするよう市の
担当課に伝える。 

 

質 問 阿寒川水系には４つの水力発電所が設置されているが、胆振東部
地震のブラックアウトの際にはどうなっていたのか。市議会として
北海道電力の職員を呼んで検証等を行ったのか。 

三 木 議 員 市議会の中でも釧路地域の火力発電所や水力発電所から送電で
きないのかという質問が出ていたが、北海道電力からは、阿寒川水
系の発電所の発電量はそれほど多くはなく、また電気は体系的に送
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電するものなので発電所から近隣地域に直接送電できるわけでは
ないという説明を聞いている。 

 

意 見 ９月の台風では千葉県内でも大規模停電が発生したが、市議会と
しても送電の仕組みや風力やソーラー発電なども含めて、専門的な
勉強を行ってみてはどうか。 

工 藤 議 員 所管委員会などでしっかり勉強しながら議論を進めていきたい。 

 

意 見 電線がよく立ち木に引っかかっているが、しっかり管理するよう
市から北電に要請してほしい。 

 

質 問 市は今後の経済基盤として観光振興を重点的に進めていくよう
だが、市議会としてもそのように考えているのか。 

酒 巻 議 員 釧路市は国から観光立国ショーケースとして選定され、インバウ
ンド（訪日外国人旅行者）の誘客を図っている。観光を今後のリー
ディング産業として推進していくことに異論はないが、観光だけで
はなく、地元の基幹産業や中小企業の振興なども大切である。 
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アンケート集計結果         
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会場別参加者数 

 
 
今年度の参加者数は合計 69 人、昨年度比 20 人の減であった。 
会場別では、中央図書館は 18 人減、コア大空と阿寒町公民館は、一昨年度に開催した前回と比

べてそれぞれ３人と 10 人増。今年度に初めて開催した緑ヶ岡・貝塚ふれあいセンターには 16 人
の参加があった。 

 
アンケートは、参加者 69 人のうち 51 人から回収した。以下、会場全体を通してのアンケート

結果について報告する。 
 

  
男性の割合が 67％と多く、昨年度は

43％であった女性の参加者の割合が減っ
た。 

年齢は 70 代と 60 代が多いのは昨年度
と同様である。昨年度は６人ずついた 20
代と 30 代の参加者が減った。 

 
  

日 会 場 名 令和元年度 平成30年度 平成29年度

10月29日(火) 釧路市中央図書館 22 40 -

10月30日(水) 緑ヶ岡・貝塚ふれあいセンター 16 - -

10月31日(木) 釧路市東部地区コミュニティセンター（コア大空） 8 - 5

11 月 1 日 ( 金 ) 阿寒町公民館 23 - 13

釧路市役所本会議場 - - 4

釧路市男女平等参画センター（ふらっと） - - 4

釧路市鳥取コミュニティセンター（コア鳥取） - 10 12

釧路市中部地区コミュニティセンター（コアかがやき） - 20 6

釧路市労働者福祉センター（サンライフ釧路） - - -

音別町コミュニティセンター - 19 10

69 89 54合 計

男

34

女

17

性別

70代
23

60代
13

80歳以上

5

40代
4

20代, 2
30代, 2

50代, 2
年齢
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報告会の開催を知ったきっかけは、「連合町内会からの案内」が最も多く、次いで「広報くしろ」、

「市議会議員からの案内」の順に多かった。 
また、今年度初めて実施した「くしろ長期滞在ビジネス研究会」を通じての案内で知った参加

者も２人いた。 
「その他」の内容としては、「市議会議員のＳＮＳ」などであった。 
 
 

 
市政に関して興味のある事項は、「防災」が最も多く、次いで「産業・雇用」、「財政状況」の順

に多かった。 
「その他」の内容としては、「都心部市街地整備」、「福祉」などであった。 

17

16

12

10

10

10

6

4

4

4

2

0 5 10 15 20

連合町内会からの案内

広報くしろ

市議会議員からの案内

くしろ市議会だより

公共施設等のポスターまたはチラシ

新聞報道

所属団体からの案内

市議会ホームページ

市議会フェイスブックページ

その他

くしろ長期滞在ビジネス研究会からのお知らせ

議会報告会の開催を知ったきっかけは何でしたか。（複数回答可）

人

30

22

21

15

14

14

10

6

4

0 5 10 15 20 25 30 35

防災

産業・雇用

財政状況

健康・医療

環境

教育

生涯学習

子育て

その他

ふだん市政に関して、関心のあることは何ですか。（３つまで）

人
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議会報告会に参加しやすい時間帯は、「18 時～20 時」の夜間が最も多く、次いで「10 時～12

時」の午前中、「13 時～15 時」の昼過ぎの順に多かった。

34

15

7

1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

18時～20時

10時～12時

13時～15時

15時～17時

議会報告会に最も参加しやすい時間帯はいつですか。

人
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（参考資料）スライド        
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